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D e r a m a k o t 森 林 保 護 区 に お け る 暗 乳 動 物 の 環 境 利 用
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マ レ ー シ ア ・ サ バ 州 の 中 央 部 に 位 置 す る D e r a m a k o t 森 林 保 護 区 は 、 1997 年 東 南
ア ジ ア で 最 初 の 森 林 モ デ ル と し て お C (Forest Stewardship Council) か ら 認 定 さ れ 、
森 林 の 管 理 ・ 持 続 的 利 用 を 行 う 保 護 区 と し て 知 ら れ て い る 。 総 面 積 約 5 5 0 0 0 h a の
保 護 区 周 辺 に は 、 ア ジ ア ゾ ウ や パ ン テ ン と い っ た 大 型 晴 乳 類 の 生 息 が 確 認 さ れ て
い る 。 本 研 究 で は 、 D e r a m a k o t 森 林 保 護 区 に お け る 晴 乳 動 物 の 環 境 利 用 を 通 し て 、
土 地 利 用 の 環 境 ・ 動 物 へ の 影 響 、 な ら び に 生 物 多 様 性 の 生 態 系 機 能 を 明 ら か に す
る こ と を 目 的 と し た 。
ま ず 、 土 地 利 用 の 環 境 ・ 動 物 へ の 影 響 を 把 握 す る た め 、 実 際 に 生 じ て い る 問 題 を
取 り 上 げ た 。 す な わ ち 現 在 、 伐 採 道 路 建 設 、 あ る い は 道 路 拡 張 時 、 塩 場 と 呼 ば れ
る 環 境 を 保 存 す べ き か ど う か と い う 問 題 が 生 じ て い る 。 塩 場 と は 、 不 特 定 多 数 の
動 物 が 集 ま る 環 境 と 知 ら れ て お り 、 一 般 に は 、 動 物 が そ の 土 あ る い は 水 か ら 不 足
ミ ネ ラ ル を 摂 取 す る た め に 利 用 す る と 信 じ ら れ て い る 。 し た が っ て 、 塩 場 は 熱 帯
林 に 生 息 す る 哨 乳 類 に と っ て 重 要 な 場 所 で あ る こ と が 予 想 さ れ る 。 し か し 、 塩 場
の 重 要 性 を 科 学 的 に 示 し た 例 は あ ま り 知 ら れ て い な い 。 そ こ で 、 塩 場 の 主 要 ミ ネ
ラ ル 含 有 量 ( N a 、 K 、 C a 、 M g ) の 化 学 分 析 を 行 う と 同 時 に 、 い つ ・ ど ん な 動
物 が ・ ど の よ う に 利 用 し て い る の か を 赤 外 線 セ ン サ 一 式 自 動 撮 影 カ メ ラ (Field
note 、 Marif 、 Y a m a g u c h i 、 Japan) と 直 接 観 察 に よ り 調 べ た 。 本 研 究 は 現 在 進 行
中 で あ る 。
次 い で 、 生 物 多 様 性 の 生 態 系 機 能 を 解 明 す る た め に 、 ア ジ ア ゾ ウ の 森 林 で の 役 割
に つ い て 調 査 ・ 考 察 す る 予 定 で あ る 。 ア フ リ カ の 熱 帯 林 で は 、 ア フ リ カ ゾ ウ に よ
る 種 子 散 布 が よ く 知 ら れ て い る も の の 、 東 南 ア ジ ア に お け る ア ジ ア ゾ ウ で は ほ と
ん ど 知 ら れ て い な い 。 そ の た め ア ジ ア ゾ ウ が 森 林 へ 与 え る 役 割 は よ く 分 か っ て い
な い 。 し か し な が ら 、 生 息 地 で の ゾ ウ は 採 食 や 移 動 時 に 森 林 を 土 壌 か ら 撹 乱 す る
た め 、 実 生 生 育 の 機 会 を 増 や し 、 ま た 、 そ の 土 地 で ゾ ウ 自 身 、 あ る い は 他 の 哨 乳
類 に よ る 種 子 散 布 が 行 わ れ れ ば 、 森 林 の 更 新 は 加 速 さ れ る こ と が 予 想 さ れ る 。
D e r a m a k o t 森 林 保 護 区 に は 、 ア ジ ア ゾ ウ の 複 数 の グ ル ー プ が 生 息 し て い る が 、 各
グ ル ー プ が ど の よ う に コ リ ド ー を 利 用 し て い る の か は よ く 分 か っ て い な い 。 そ こ
で ま ず 、 ゾ ウ の 痕 跡 、 目 撃 地 点 、 そ の グ ル ー プ サ イ ズ と 構 成 等 に 関 す る 情 報 を 集
め た 分 布 調 査 を 行 う 。 そ し て 、 糞 内 容 物 の 調 査 、 さ ら に は 糞 サ ン プ ル か ら の
D N A 解 析 に よ っ て 各 グ ル ー プ の コ リ ド ー 推 定 を 行 い 、 ゾ ウ に よ る 環 境 撹 乱 の 実
態 を 把 握 す る 。 ま た 、 グ ル ー プ 数 の 推 定 や 、 D e r a m a k o t 周 辺 利 用 グ ル ー プ と 他 地
域 グ ル ー プ の 遺 伝 的 多 様 性 の 比 較 も 試 み る 。 現 在 本 研 究 は 、 情 報 収 集 ・ 糞 サ ン プ
ル 採 取 の 準 備 を 行 っ て い る 。
今 回 の 報 告 会 で は 、 今 年 5 月 か ら 7 月 ま で の 乾 季 と 1 月 雨 季 の 2 回 の 滞 在 で
行 っ た 、 D e r a m a k o t 森 林 保 護 区 の 主 な 動 物 相 調 査 、 な ら び に 、 塩 場 環 境 の 意 義 に
関 す る 調 査 の 途 中 結 果 に つ い て 報 告 す る 。
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